
 

Ⅱ 令和６年度研究事業について                               

１ 所員・長研生の研究について 

(1) 所員研究 

No 研究主題名（令和５年 12月 21日現在） 担当室 

１ 
本庁 
依頼 

【高等学校】※通級による指導実施校を除く 

高等学校における校内支援体制の充実に関する研究 

―特別な支援を必要とする生徒を含む集団への多層的な支援を通し

て― 

教育支援相談 

２ 

【中学校・高等学校】 

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に関する研究 

―主体的に学習に取り組む「問い」と「環境」の設定を通して― 

教科領域教育 

理科教育 

３ 

【中学校技術・家庭科技術分野】 

探究活動と創造活動の往還を通してニーズとシーズのマッチングを図

る中学校技術科の材料と加工の技術による問題解決の授業開発と実践

評価 

情報･産業教育 

(2) 長期研修生 

No 研究主題名（令和５年 12月 21日現在） 担当室 

１ 
本庁 
依頼 

【幼保小接続】 

幼児期からの学びをつなぐ小学校第１学年生活科の授業改善 

―発達や学びの接続の理解を深める保育体験を通して― 

教科領域教育 

２ 

【小学校理科】 

小学校第６学年「より妥当な考えをつくりだす力」を育成する理科授

業の在り方に関する研究 

―理科の見方・考え方を働かせ、問題を追究する活動を通して― 

理科教育 

 

２ 全教連課題公募研究（採択決定） 

(1) 応募テーマ 

  「研修観」の転換を通じた新たな教師の学びの実現に向けた教育センターの在り方 

(2) 応募研究課題名 

新たな教師の学びの実現に向けた教育センターの在り方 
―これまでの研修システムの総括と新たな研修モデルの構築を通して－ 

(3) 研究の目的 

本県では教員等育成指標に基づいた研修体系の中に、免許状更新に係る講習を位置づけ、教員の

学びの継続を保障する研修講座を提供してきた。令和４年５月に公布された「教育公務員特例法及

び教育職員免許法の一部を改正する法律」により、普通免許状及び特別免許状の更新制に関する規

定が削除されたこと、研修記録の作成及び資質向上に関する指導助言等が明記されたことにより、

研修体系と内容の見直しが急務である。 
本県では、令和４年度に研修体系の見直しを図り、従前の免許更新講習該当年にキャリア・ライ

フステージに応じたステージアップ研修を設定した。令和５年度の成果の課題を検証し、更なる研

修内容の充実を図っていく。 
一方、各講座については、喫緊の教育課題や学習指導要領に応じて、センター内外の講師によっ

て研修講座を組み立て、教科等のスキルアップを目指した研修を提供している。しかしながら、自

ら研究と修養に励む意識には必ずしもつながっていない。当センターでは、平成 25 年度より初任



 

から３年目までの教員を対象に、個々の教員がメタ認知に基づいてテーマ設定を行い継続的に研修

する「自己研修の進め方」という研修講座を設定している。このプログラムをブラッシュアップす

ることで、教員が生涯を通じて主体的に学び続ける意識を養い、教師同士の学び合いにつながるも

のと考えている。 
また、この研修を土台とし、キャリア・ライフステージ（40 代、50 代）に応じた研修講座の中

にも個々の課題に応じた「テーマ研修」の充実を図り、自ら学び続ける教師をバックアップする研

修体系の確立することを目的とする。 
 

３ 令和６年度岩手県教育研究発表会 

(1) 期日 

令和７年２月５日（水） ６日（木） ７日（金） 

(2) 会場 

  岩手県立総合教育センター 

  岩手県立生涯学習推進センター 

(3) 研究発表会テーマ 

 

 

 

＜テーマの設定理由＞ 

岩手県教育委員会が策定した「岩手県教育振興計画」では、基本目標を「学びと絆で 夢と未来

を拓き 社会を創造する人づくり」としています。また、学校教育において目指す姿を「子どもた

ちが、地域とともにある学校において自ら生き生きと学び、夢を持ち、それぞれの人間形成と自己

実現に向けて知・徳・体のバランスのとれた『生きる力』を身に付けています。」としています。こ

の「生きる力」を知の側面から捉えた要素の一つ「確かな学力」は、知識技能のみならず、学ぶ意

欲や、自分で課題を見付け、自ら学び、主体的に判断し、行動し、よりよく問題解決する資質や能

力等まで含めたものを指します。 

この「確かな学力」は、子どもたちが日常の学びを通して主体的に資質・能力を磨くことで育

成されるものであり、その実現には、子どもたち一人一人の学習状況や変容を細かに観察し、

「主体的・対話的で深い学び」の視点から授業改善を継続していくこと、すなわち「指導と評価

の一体化」が欠かせません。私たちには、子どもに寄り添い、その成長を確かめながら、指導の

質をより高めていくための工夫を不断に行うことが求められています。 

本発表会を、本県教育が育成を目指す子どもの姿を共有するとともに、これまで私たちが積み上

げてきた教育実践を省察し、よりよい授業改善に向けて踏み出す契機とするため、上記のテーマ

としました。 

なお、上記テーマは令和10年度まで共通のテーマとする予定です。今後、各学校、教育機関に

おいては、数年先までの見通しを持った研究、教育実践を行い、本発表会でその成果を広く周知

いただきたいと思います。 

(4) 内容 

・講演講師等は令和６年３月に所長協議で決定する。 

・設置分科会等、内容の詳細は、令和６年４月以降に本庁との協議を経て決定する。 

  

夢の実現に向けて自ら学び行動する岩手の子ども 
～指導と評価の一体化で育成する確かな学力～ 



 

 

 

資料 自己研修の進め方ガイドブックより 



 

＜例（希望研修）＞ 
 これまでの研修形態、対象校種の他に「内容 
等」で、研修の中で使用するアプリケーション 
と授業での活用場面、本研修講座で学ぶ内容を 
より明確な記述に変更する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅰ 令和６年度研修事業について                               
１ 令和６年度研修について 

（令和６年度岩手県教職員研修カレンダー参照） 

(1) サテライト会場研修の導入 

大規模な研修について、サテライト会場を設置し受講者の負担軽減を図る。令和６年度はその試

行として中堅教諭等資質向上研修の「共通（7/29）」をサテライトで実施。 

【メイン会場】アイーナ 

【サテライト会場】総合教育センター、大船渡東高等学校、宮古北高等学校 

(2) 研修受講履歴記録システム及び教員研修プラットフォームの導入伴う対応 

（詳細不明） 

   文部科学省より、提供される研修履歴システムを本県でも採用することとしており、岩手県教

育委員会事務局で導入準備作業中。マニュアル、システムの公開が令和６年１月末予定であった

が、２月中旬に延期。４月運用が煩雑化することが予想されるため、総合教育センターWeb ページ

に特設サイトを設置し、Microsoft Formsを用いた応急対応策を準備。 

(3) ＩＣＴ活用研修講座に係る研修案内 

   ＩＣＴ活用研修講座の内容が講師に一任されており、講座による取り扱いが統一されていなか

ったことや、研修の内容が分かりづらかったことから、研修講座案内に「使用アプリ」「活用場

面」を記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 新規研修講座 

ア 総合的な探究担当者研修講座 

イ 義務教育諸学校管理職のための授業にいかすＩＣＴ活用研修講座  

(5) 研修観の転換に関わる「自己研修」の改修 

詳細「平成６年度研究について」 

 

 

 

高校物理の力学の単元を取り上げ、アルディーノを使ったセンサーを製作します。その後、ＩＣ

Ｔの具体的な活用について、製作したセンサーを用いて実際に測定を行い、得られる結果から生

徒が根拠を基に分析・解釈する際の支援の方法を考えます。 

使用アプリ 

活用場面 

内容等 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 令和６年度岩手県教職員研修カレンダー 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

昭
和
の
日

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

憲
法
記
念
日

み
ど
り
の
日

こ
ど
も
の
日

振
替
休
日

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

海
の
日

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

山
の
日

振
替
休
日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

基本・特別・希望研修 公開講座・特別支援教育どようび研修   県教委各室課研修 中堅教諭等資質向上研修

７
月

８
月

◆総合教育センター以外の会場

４
月

５
月

６
月

中堅研

「共通選択」

中堅研「小学校教諭」

中堅研「特別支援学校教諭」

中堅研「養護教諭」

中堅研「栄養教諭」

中学校・特支

教科スキルアップ

特別支援教育
新任担当教員
（スタート研修）
（集合orライブ）

県立学校新任
ネットワーク管理者

特別支援学校初任｢センターⅠ｣

県立学校等
新任教務主任

県立学校等

新任生徒

指導主事

中学校免許外(※技術については定員超
えの場合、５/８・９に２回目を開催）

教育相談スキルアップ

高等学校新任
教育相談担当

特別支援学校臨時的任用教員等

中学校数学授業づくり

いわての復興教育・
防災教育担当者（ライブ）

幼児教育中核リーダー養成Ⅰ

いじめを予防する学級集団
づくり（学級担任層対象・
いじめ関連講座）

高等学校における特別
支援教育実践力向上Ⅰ

中学校初任｢センターⅠ｣

中学校英語
授業づくり

小学校教職

経験者５年

事例から考える情報モラル指導

（集合orライブ）

小･中学校

新任教務主任

(中央会場)

県立学校等新任保健主事

小学校国語授業づくり

特別支援学校
教職経験者５年

授業のユニバーサルデザイン

保育者レベルアップ
ステップ１ 中学校国語

魅力ある単元づくり

小学校外国語・外国語

活動授業づくり

技術・家庭 技術分野の

授業づくり（内容C・D）

心理・発達検査の
結果を生かした支援

養護教諭
緊急時対応力向上

スタートアップ
複式指導

幼稚園等中堅教諭等
資質向上

特別支援学校
寄宿舎生活指導充実

小学校初任
｢センターⅡ｣

進路指導充実のため
の労働関連法教育
(集合orライブ）

高等学校臨時的任用教員等
（集合＆ライブ）

小学校音楽授業づくり

初任Ⅰ（養護教諭）

特別支援教育②

特別支援教育①

特別支援教育③

初任(養護教諭)(県立)

子どもの発達と個に応じた支援

中堅研

「高等学校教諭」

就学前教育
施設管理職

教育相談
コーディネーター
フォローアップⅠ

小・中学校
新任教務主任
（ライブ）

幼児教育アドバイザーⅠ

幼稚園等初任
「センターⅠ」

小･中学校特別支援学級等
設置校校長（集合orライブ）

高等学校教職

経験者５年

気づきと実践の
教育相談

高等学校・特支

教科スキルアップ

特別支援教育担当
ステップアップⅠ（後期）

中学校初任

｢センターⅡ｣

高等学校初任｢センターⅠ｣

高等学校初任

｢センターⅡ｣

◆中堅研「共通」

小学校・特支教科スキルアップ

養護教諭専門スキルアップ

栄養教諭専門スキルアップ

小学校算数

授業づくり

高等学校教科専門
「地歴・公民」（集合orライブ）
「数学」（集合orライブ）
「外国語（英語）」

特別支援学校初任
｢センターⅡ｣

特別支援学校２年目
「センターⅠ」

高等学校
特別支援教育
コーディネーター

いじめ問題への理解と対応
（管理職・主任層対象・
いじめ関連講座）

放課後に学校で基礎から学べる小学校社会科

授業づくり（全３回・全ライブ型）

学習の困難さに
注目した教科指導

中堅研「中学校教諭」

社会につなぐ

キャリア教育 時短お手軽アンケート（集合orライブ）

小学校初任｢センターⅠ｣

通級による指導担当
教員養成（11/29まで）

YouTube・Teams・
ロイロノート基礎１



 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

敬
老
の
日

秋
分
の
日

振
替
休
日

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

ス
ポ
ー

ツ
の
日

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

文
化
の
日

振
替
休
日

勤
労
感
謝
の
日

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

元
日

成
人
の
日

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

建
国
記
念
の
日

天
皇
誕
生
日

振
替
休
日

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

春

分

の

日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

●生涯学習推進センター会場 高等学校２年目フォローアップ：随時 特別支援教育担当ステップアップⅡ・Ⅲ：随時

３
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

美術館を活用した
鑑賞教育

実践組織マネジメント

現地に学ぶ地学

教育相談
コーディネーター
フォローアップⅡ 養護教諭

現代的健康課題
対応力向上

高等学校
２年目

特別支援学校２年目
「センターⅡ」

感情コントロール
の力を育てる教師
のかかわり

高等学校における特別支援
教育実践力向上Ⅱ

保育者レベルアップ
ステップ２

小学校プログラミング

教材活用

幼稚園等初任
｢センターⅢ｣

美術館を活用した
鑑賞教育

校務で活かす初めての

Excel VBA（集合orライブ）
幼児教育中核
リーダー養成Ⅱ

小学校初任
｢センターⅢ｣

特別支援学校初任
｢センターⅣ｣

わくわくミシン指導
スキルアップ

授業におけるＩＣＴ活用

家庭科における消費者教育

幼児教育アドバイザーⅡ

中学校教職経験者５年

教職経験者５年（養護教諭）

教職経験者５年（栄養教諭）

２年目（養護教諭）

２年目（栄養教諭）

マイクロビットやアルディーノではじめる
プログラミング

中学校３年目

３年目（養護教諭）

３年目（栄養教諭）

作って活かす
小学校理科

小学校理科授業づくり

高等学校教科専門「家庭」

認知行動療法による
不登校のアセスメント
と支援Ⅰ

認知行動療法による
不登校のアセスメント
と支援Ⅱ

幼稚園等
初任
｢センターⅢ｣

特別支援学校初任
｢センターⅢ｣

管理職のための
高等学校教科担任

高等学校教科専門
「物理」

高等学校教科専門
「情報」

中学校初任

｢センターⅢ｣

高等学校初任
｢センターⅢ｣

養護教諭

健康相談・

保健教育分野

小学校２年目

小学校３年目

特別支援
学校３年目

ソーシャルスキル

トレーニング

高等学校における
特別支援教育
実践力向上Ⅲ

高等学校３年目

Excel （初級・中級）
（集合orライブ）

プレゼン・動画編集
初級 （集合orライブ）

高等学校Webページ
・note活用

中学校２年目

高等学校教科専門「化学」

高等学校教科専門
「生物」

通級による指導担当教員養成（11/29まで）

幼稚園等初任｢センターⅡ｣

総合的な探究の

時間担当者

通級による指導担当教員養成（11/29まで）

通級による指導担当教員養成（11/29まで）

YouTube・Teams・
ロイロノート基礎２

高等学校教科専門「国語」
（集合orライブ）

授業が変わる！
「見えない学力」の
育成と評価

義務教育諸学校
管理職のための
授業にいかす
ＩＣＴ活用

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 研修観の転換（nits） 


